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はじめに

『Sun N1™ System Manager 1.1の概要』では、N1 System Managerの機能とコン
ポーネントの概要、またサイトで N1 System Managerを実装するのに必要な一連の
作業について説明しています。

対象読者
このマニュアルは、N1 System Managerのソフトウェアとハードウェアのインストー
ルまたはアップグレードを行うシステム管理者を対象としています。システム管理者
は、次の分野の知識と経験が必要です。

� Linuxと Solaris™の各オペレーティングシステム、および各オペレーティングシ
ステムに付属するネットワーク管理ツール

� Sunや Ciscoなどのベンダーが提供するネットワーク機器やネットワークデバイス

� DNS、DHCP、IPアドレスの指定、サブネットワーク、VLAN、および SNMP

� ネットワークデバイスの接続とケーブル

関連マニュアル
このマニュアルは、6部ある実装関連のマニュアルセットの 1部です。マニュアル
は、次の順序でお読みください。

� 『Sun N1 System Manager 1.1ご使用にあたって』
� 『Sun N1 System Manager 1.1の概要』
� 『Sun N1 System Manager 1.1サイト計画の手引き』
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� 『Sun N1 System Manager 1.1インストールおよび構成ガイド』
� 『Sun N1 System Manager 1.1管理ガイド』
� 『Sun N1 System Manager 1.1コマンド行レファレンスマニュアル』

マニュアルの構成
� 第 1章では、N1 System Managerの概要を示します。

� 第 2章では、N1 System Managerをインストールし、設定する手順、また N1
System Managerを使ってサーバーの検出とプロビジョニングを行う手順を示しま
す。

� 用語集では、N1 System Manager環境で使う用語の定義を示します。

ドキュメント、サポート、およびトレー
ニング

Sunのサービス URL 説明

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/support/

http://jp.sun.com/training/

技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。
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表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード
例を示します。

.loginファイルを編集しま
す。

ls -aを使用してすべての
ファイルを表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコ
ンピュータ出力と区別して示します。

system% su

Password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特定の
名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザー
ズガイド』を参照してくださ
い。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、
強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照
してください。

この操作ができるのは「スー
パーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストが
ページ行幅を超える場合に、継続を示し
ます。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING‘

コマンド例のシェルプロンプト
以下の表に、Cシェル、Bourneシェル、および Kornシェルのデフォルトのシステム
プロンプト、およびスーパーユーザーのプロンプトを紹介します。

表 P–2シェルプロンプトについて

シェル プロンプト

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

Bourneシェルおよび Kornシェル $

Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパー
ユーザー

#
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第 1章

Sun N1 System Managerの概要

この章では、Sun N1 System Manager 1.1の機能とコンポーネントの概要を示しま
す。

Sun N1 System Managerの機能
Sun N1 System Managerは、単一のブラウザユーザーインタフェースを使って、
ラック単位またはその他のグループ単位の水平型サーバーを管理できるシステム管理
ツールです。Sun N1 System Managerのブラウザインタフェースには、コマンド行イ
ンタフェース (CLI)が組み込まれています。また、別個の CLIも使用できます。

Sun N1 System Managerシステム (N1 System Manager)では、次の作業を行うことが
できます。

� N1 System Managerを使用してネットワーク内でプロビジョニング可能なサー
バーを検出する

� プロビジョニング可能なサーバーを管理する

� プロビジョニング可能なサーバーにオペレーティングシステムとアプリケーション
ソフトウェアのプロビジョニングを行う

� プロビジョニング可能なサーバーのファームウェアとパッチを管理する

� プロビジョニング可能なサーバーの健全性を監視する

� プロビジョニング可能なサーバーの設定、回復、交換を自動化する

� サーバー利用率を高める

� ユーザーが認識できるハードウェアの停止時間を短縮する

� N1 System Managerとプロビジョニング可能なサーバーのイベントを記録する
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Sun N1 System Managerのコンポーネン
ト
次の図に、N1 System Managerの主なハードウェアコンポーネントを示します。

10/100

10/100/1000

10/100/1000

DHCP 

DHCP 

図 1–1 N1 System Managerのコンポーネント

各コンポーネントの説明を次の一覧に示します。

� 管理サーバーとプロビジョニング可能なサーバー

– 管理サーバーは、N1 System Managerソフトウェアをインストールし、実行す
る Solarisまたは Linuxのサーバーです。

管理サーバーの DHCPサービスによって、プロビジョニングネットワークを経
由したオペレーティングシステムとアップデートのロード、およびプロビ
ジョニングサーバーのオペレーティング環境の実行時の監視のために、プロビ
ジョニング可能なサーバーに IPアドレスが割り当てられます。

– プロビジョニング可能なサーバーは、N1 System Managerによって検出された
サーバーです。最大 32台のプロビジョニング可能なサーバーを 1つのラックに
設置できます。また、数百台のプロビジョニング可能なサーバーを N1 System
Managerで管理できます。

管理サーバーとプロビジョニング可能なサーバーには、次のマシンを使用できま
す。

SPARC版:Sun Netra™ 240、および Sun Fire™ V210、V240、V440
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x86版:Sun Fire X4100と X4200、および Sun Fire V20zと V40z

� 管理サーバーへの組織内ネットワーク接続によってデータネットワークへのアクセ
スが提供されます。したがって、組織内ネットワークからプロビジョニング対象の
サーバーにアクセスが可能です。

100 Mbps以上の Ethernet接続が必要です。1,000 Mbps (1 Gbps)を推奨します。

� 管理ネットワークは、管理サーバーとプロビジョニング可能なサーバーの管理プロ
セッサポート間の通信経路です。管理サーバーは、管理ネットワークを使用して、
サーバーの検出、プロビジョニング可能なサーバーのファームウェアのアップデー
ト、およびプロビジョニング可能なサーバーのハードウェアの管理と監視を行いま
す。

管理ネットワークは、管理サーバーからアクセスでき、データネットワークからア
クセスできないプライベートネットワークである必要があります。100 Mbps以上
の Ethernet接続が必要です。

� 管理スイッチは、各プロビジョニング可能なサーバーの管理ポートへの接続を可能
にし、 VLANプログラミング可能なスイッチである必要があります。

� データとプロビジョニングのスイッチにより、管理サーバーとプロビジョニング可
能なサーバー間における、プロビジョニングネットワークおよびデータネットワー
ク接続を可能にします。プロビジョニングとデータのスイッチは、VLANプログ
ラミング可能なスイッチである必要があります。

1 Gbps以上の Ethernet接続が必要です。

プロビジョニングネットワークの要件は、次のとおりです。

– プロビジョニングネットワークは、管理サーバーによって、プロビジョニング
可能なサーバーのオペレーティング環境とアプリケーション環境の設定とプロ
ビジョニング、プロビジョニング可能なサーバーの OSリソースの監視、プロ
ビジョニング可能なサーバーへの OSのアップデートの適用に使われます。

DHCPプロトコルの使用、および OSのプロビジョニングの帯域幅の要件を満
たすため、プロビジョニングネットワークをデータネットワークから切り離さ
なければならない場合があります。

– データネットワークによって、管理サーバーを経由してプロビジョニング可能
なサーバーが組織内ネットワークに接続されます。エンドユーザーがプロビ
ジョニング可能なサーバーにアクセスできるように、組織内 DHCPサービスに
よってプロビジョニング可能なサーバーに IPアドレスが割り当てられます。

データネットワークから N1 System Managerのネットワークにはアクセス可能
であってはいけません。

次の図に、本稼働環境の例を示します。この環境では、データネットワークとプロビ
ジョニングネットワークが別々の VLANにあり、複数の VLAN割り当てを使ってエ
ンドユーザーがアクセスするデータネットワークが構成されています。

第 1章 • Sun N1 System Managerの概要 11
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第 2章

Sun N1 System Managerのインストー
ル、設定、および使用

この章では、N1 System Managerの準備、インストール、設定、および実行時の処理
を行う大まかな手順を示します。この章では、一連の流れに沿ってそれらの作業を説
明しますが、実際にはその多くは並行して行うことも、独立して行うこともできま
す。

この章で説明する作業は、次のとおりです。

� 13ページの「Sun N1 System Managerのインストール、設定、および本稼働の流
れ」

� 15ページの「ネットワークの割り当てとシステム要件の決定」
� 15ページの「プロビジョニング可能なサーバーの準備」
� 16ページの「管理サーバーへのオペレーティングシステムのインストール」
� 16ページの「管理サーバーへの N1 System Managerソフトウェアのインストー
ルと環境設定」

� 17ページの「N1 System Managerへのアクセス」
� 19ページの「N1 System Managerのユーザーとロールの設定」
� 20ページの「管理するプロビジョニング可能なサーバーの検出」
� 20ページの「通知の設定」
� 21ページの「N1 System Managerの保守作業」

Sun N1 System Managerのインストー
ル、設定、および本稼働の流れ
次の図に、最初のサイト計画から、Sun N1 System Managerソフトウェアのインス
トールと設定、プロビジョニング可能なサーバーの検出、プロビジョニング、および
管理を行うまでの作業の流れを示します。
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図 2–1 N1 System Managerの準備から本稼働までのフローチャート
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この後の各節では、上記の各作業について簡単に説明し、詳しい説明があるマニュア
ルを示します。

ネットワークの割り当てとシステム要件
の決定
N1 System Managerの機器を準備する前に、次のようにサイトのアーキテクチャーと
システム要件を決定する必要があります。

� ネットワークの割り当てを行い、管理ネットワーク、プロビジョニングネットワー
ク、およびデータネットワークに使用するサブネットアドレスを決定します。

� N1 System Managerに使用する機器の一覧を作成し、その一覧を『Sun N1 System
Manager 1.1サイト計画の手引き』の「Sun N1 System Managerのハードウェアと
OSの要件」のシステム要件と比較します。

� スイッチを 1つにするか、2つにするかを決定するときは、『Sun N1 System
Manager 1.1サイト計画の手引き』の「構成例」を参照してください。

� 管理対象のプロビジョニング可能なサーバーの台数に基づいて、管理サーバーとス
イッチの要件を決定します。

管理サーバーのサイズ設定の手引きについては、『Sun N1 System Manager 1.1サ
イト計画の手引き』の「管理サーバーに関する注意事項」を参照してください。

スイッチのサイズ設定の手引きとワークシートは、『Sun N1 System Manager 1.1
サイト計画の手引き』の「スイッチに関する注意事項」を参照してください。

上記の情報に基づき、次のことを決定します。

� 管理サーバーとして使用するサーバー
� 管理サーバーにインストールするオペレーティングシステム
� N1 System Managerネットワークで使用するスイッチ数 (1つまたは 2つ)

サイト計画を終了したら、機器を接続します。

次の作業は、プロビジョニング可能なサーバーと管理サーバーの準備です。

プロビジョニング可能なサーバーの準備
N1 System Managerを使ってプロビジョニング可能なサーバーを検出するには、次の
ように各プロビジョニング可能なサーバーを設定する必要があります。

� 各プロビジョニング可能なサーバーの管理ポートに IPアドレスを割り当てます。
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� 次のように各プロビジョニング可能なサーバーの管理プロセッサの資格を設定しま
す。SSHアカウントを作成し、そのアカウントにパスワードを割り当てます。必
要に応じて、管理プロセッサの IPMIアカウントを設定し、有効にします。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1サイト計画の手引き』の「プロビジョニング
可能なサーバーの設定」を参照してください。

ヒント –プロビジョニング可能なサーバーを設定している間に、管理サーバーに OSと
N1 System Managerソフトウェアをインストールします。

管理サーバーへのオペレーティングシス
テムのインストール
管理サーバーへのオペレーティングシステムのインストールは、手動または自動
(Solarisの場合は JumpStart、Linuxの場合は KickStart)で行うことができます。

� Solarisのインストール手順については、『Sun N1 System Manager 1.1サイト計画
の手引き』の「管理サーバーへの Solarisのインストール」を参照してください。

� Linuxのインストール手順については、『Sun N1 System Manager 1.1サイト計画
の手引き』の「管理サーバーへの RedHat Enterprise Linux OSのインストール」
を参照してください。

上記の各節では、選択したオペレーティングシステムに応じた、ディスクドライブに
関する考慮事項、JumpStartまたは KickStartのサンプルスクリプト、スクリプトの設
定手順、および手動インストールの手順を示しています。

管理サーバーにオペレーティングシステムをインストールしたら、次の節に従って
N1 System Managerソフトウェアをインストールします。

管理サーバーへの N1 System Manager
ソフトウェアのインストールと環境設定
管理サーバーにオペレーティングシステムをインストールしたら、管理サーバーに
N1 System Managerソフトウェアをインストールし、設定します。N1 System
Managerソフトウェアが正常にインストールされたら、運用環境に合わせて N1
System Managerを設定します。
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インストール処理では、必要なソフトウェアがすべてオペレーティングシステムにイ
ンストールされているかどうかが確認されます。必要なソフトウェアがインストール
されていない場合は、通知が表示されるので、問題を解決してからインストールを続
行できます。インストール処理は自動で進行し、必要なソフトウェアがインストール
されていない場合を除いて入力は必要ありません。詳細は、『Sun N1 System
Manager 1.1インストールおよび構成ガイド』の第 1章「Sun N1 System Managerソ
フトウェアのインストールと設定」を参照してください。

設定処理では、プロビジョニングネットワークに使用する管理サーバーのポートを指
定する必要があります。また、管理サーバーの DHCPサービスが各プロビジョニング
可能なサーバーに割り当てる、プロビジョニングネットワーク用の IPアドレスの範囲
も指定します。

管理サーバーの DHCPプロセスでプロビジョニング可能なサーバーのプロビジョニン
グネットワークの IPアドレスを処理する方法を指定したら、プロビジョニング可能な
サーバーの検索ドメイン、SMTPサービス、およびログ情報を設定します。詳細は、
『Sun N1 System Manager 1.1インストールおよび構成ガイド』の「N1 System
Managerシステムの設定」を参照してください。

N1 System Managerの設定を終了したら、管理対象のプロビジョニング可能なサー
バーの台数に基づいて N1 System Managerのパフォーマンスを調整します。詳細
は、『Sun N1 System Manager 1.1インストールおよび構成ガイド』の「N1 System
Managerのパフォーマンスチューニング」を参照してください。

N1 System Managerの調整を終了したら、最後に、この後の各節に従って N1 System
Managerの本稼働を準備します。N1 System Managerにログインし、ユーザーアカウ
ントとロールを設定し、プロビジョニング可能なサーバーの検出とプロビジョニング
を行い、保守を設定し、N1 System Managerの保守を行います。

N1 System Managerへのアクセス
N1 System Managerソフトウェアのインストールを終えると、システム管理者は N1
System Managerアプリケーションにアクセスできるようになります。そのための手
段としてコマンド行インタフェースとブラウザインタフェースの両方が用意されてい
ます。ブラウザインタフェースには、コマンド行も統合されています。

注 –このマニュアルの情報の多くは、N1 System Managerのコマンド行に重点を置い
ています。同じ作業にブラウザインタフェースも使用できる場合は、本文中でそのこ
とを示します。ブラウザインタフェース関連の作業および情報の詳細は、ブラウザイ
ンタフェースのヘルプを参照してください。

ブラウザインタフェースの画面構成は、次の図のようになっています。図の後で、番
号を付けられた各部について簡単に説明します。
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図 2–2 Sun N1 System Managerブラウザインタフェースの画面構成

1. 「表示の選択」メニュー -このメニューを使い、N1 System Managerの表示を、
「すべてのサーバー」、「健全性別のサーバー」、「グループ別のサーバー」に切
り換えることができます。

2. 「検出」ボタン -このボタンをクリックすると、N1 System Managerにサーバー
を追加するためのウィザードが起動します。「システムダッシュボード」タブをク
リックすると、検出されたすべてのサーバーが「すべてのサーバー」表に表示され
ます。

3. 「アクション」メニュー -このメニューから、表で選択されているサーバーに対し
てソフトウェアのロード (インストール)や監視の有効、電源の管理などの操作を
行うことができます。

4. 「ジョブ」および「イベントログ」タブ -これらのタブをクリックすると、N1
System Manager内のジョブまたはイベントの一覧をそれぞれ表示することができ
ます。「ジョブ」表では、システム上で実行されている操作やコマンドのステータ
スを監視できます。

5. 「ヘルプ」ボタン -ブラウザインタフェースでの作業手順や対応するコマンド行の
例を含む、検索機能付きのヘルプが起動します。
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6. 「ショートカット」 -表のサーバーまたはサーバーグループに「ショートカット」
内のソフトウェアアイコンをドラッグ＆ドロップすると、そのソフトウェアのイン
ストールが開始されます。

7. 「一覧の編集」ボタン -このボタンをクリックすると、一覧から「ショート
カット」区画に表示するソフトウェアアイコンを選択できます。

8. 矢印 -「ショートカット」の一覧を展開したり、折り畳んだりできます。

9. 「コマンド行」区画 - ここから、 N1-ok> シェルが提供するコマンドを実行でき
ます。この内蔵シェルは、コマンドの実行や、「アクション」メニューまたは
ウィザードから開始した操作のコマンド出力の表示に使用します。

「コマンド行」区画に「help topic」と入力すると、コマンドのヘルプが表示され
ます。ここで topicには、ヘルプで情報を知りたいコマンドを入力します。

コマンドを入力してから Tabキーを押して、情報を補完することもできます。次
に例を示します。

N1-ok> create os [タブキーを押す]
Potential matches (create os):

os OS ディストリビューションを作成 (コピー) します
osprofile OS プロファイルを作成またはコピーします

N1-ok>

10.サーバーのアイコン -電源の状態や実行中のジョブを表示できます。サーバーのア
イコンをクリックすると、「サーバーの詳細」ページが表示されます。

N1 System Managerのアクセスについては、17ページの「N1 System Managerへの
アクセス」を参照してください。

N1 System Managerのユーザーとロール
の設定
管理サーバーのスーパーユーザー (root)アカウントは自動的に設定され、N1 System
Managerにアクセスできるようになります。これは、システム管理者以外のユーザー
がプロビジョニング可能なサーバーを管理する場合に必要です。いつでも、新しい
ユーザーを設定できます。N1 System Managerでは、ロールに基づくセキュリティ機
能によって、システムへのユーザーアクセスを制限できます。

新しいユーザーの作成とユーザーが N1 System Managerの機能を使用するための
ロールの作成については、『Sun N1 System Manager 1.1管理ガイド』の「ユーザー
の管理」および『Sun N1 System Manager 1.1管理ガイド』の「ロールの管理」を参
照してください。
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管理するプロビジョニング可能なサー
バーの検出
プロビジョニング可能なサーバーを管理するには、N1 System Managerがそれらの
サーバーが存在していることを認識し、それらサーバーにアクセスできる必要があり
ます。検出プロセスによって、N1 System Managerにサーバーを追加し、ビジネスや
組織のニーズに基づいてグループ化することができます。検出プロセスには、「検
出」ボタン (ブラウザインタフェース)または discoverコマンドを使ってアクセス
します。

検出されたプロビジョニング可能なサーバーは、ブラウザインタフェース内の「シス
テムダッシュボード」タブに表示されます。また、show server all コマンドを
使って見ることもできます。N1 System Managerブラウザインタフェースまたはコマ
ンド行から、プロビジョニング可能なサーバーに対して行える管理作業は次のとおり
です。

� 電源管理 (起動、電源投入、電源切断)
� イベントの通知
� 監視 (しきい値の設定およびポーリング)
� OSのインストール
� ファームウェアアップデートのインストール
� OSアップデートのインストール (Solarisのパッケージやパッチ、RedHatの RPM)

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1管理ガイド』の「サーバーの検出」を参照し
てください。

通知の設定
N1 System Managerでは、N1 System Manager内またはプロビジョニング可能な
サーバーでイベントが発生したときに電子メールまたは SNMPの通知が送信されるよ
うに設定できます。必要とされるさまざまな状況に応じた通知規則を作成することが
できます。通知の設定は、コマンド行からのみ行うことができます。

通知の設定については、『Sun N1 System Manager 1.1管理ガイド』の「通知の設
定」を参照してください。

20 Sun N1 System Manager 1.1の概要 • 2005年 9月



N1 System Managerの保守作業
この節では、これまでの節で説明した作業を終了した後で、N1 System Managerを
使って行うことができる主な作業の概要を示します。プロビジョニング可能なサー
バーが検出されたら、次の各項に示す作業を行うことができます。

� 21ページの「サーバーへのファームウェアアップデートのインストール」
� 21ページの「プロビジョニング可能なサーバーへの OSのインストール」
� 23ページの「プロビジョニング可能なサーバーへの OSアップデートのインス
トール」

� 23ページの「N1 System Managerジョブの監視」
� 23ページの「プロビジョニング可能なサーバーの監視」

サーバーへのファームウェアアップデートのイン
ストール
プロビジョニング可能なサーバー上のファームウェアの更新は、主要な管理作業の 1
つです。プロビジョニング可能なサーバーに初めてファームウェアアップデートをイ
ンストールする作業は、次の 2つのステップに分かれます。

1. N1 System Managerにファームウェアアップデートをインポートします。プロビ
ジョニング可能なサーバーにファームウェアアップデートをインストールするに
は、N1 System Managerが、そのアップデートにシステムアクセスできる必要が
あります。

create firmware コマンドを使用し、Web サイト、または 管理サーバーからア
クセス可能なファイルシステムからファームウェアアップデートをインポートでき
ます。ファームウェアにアップデートをインポートすると、ブラウザインタフェー
スの「ショートカット」にそのアップデートを表示したり、show firmware コマ
ンドで確認したりできます。

2. 適切なプロビジョニング可能なサーバーにファームウェアアップデートをインス
トールします。この操作には、ブラウザインタフェースか load server、load
group コマンドを使用します。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1管理ガイド』の「ファームウェア SP、BIOS、
およびALOMアップデートの管理」を参照してください。

プロビジョニング可能なサーバーへの OSのインス
トール
N1 System Managerの核となる機能の 1つに、単一のインタフェースから複数のプロ
ビジョニング可能なサーバーに OSをインストールする機能があります。プロビ
ジョニング可能なサーバーに初めて OSをインストールする作業は、次の 3つのス
テップに分かれます。
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1. プロビジョニング可能なサーバーに OSディストリビューションをインストールす
るには、N1 System Managerが、そのディストリビューションにシステムアクセ
スできる必要があります。N1 System Managerに OSのバイナリ (OSディストリ
ビューション) をインポートします。create os コマンドを使用すると、実際の
OSインストール CD-ROMや DVD、または ISOイメージから OSをインポートで
きます。インポートすると、show os コマンドを使用し、N1 System Manager 上
で使用可能な OSディストリビューションを表示できます。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1管理ガイド』の「OSディストリビュー
ションの管理」を参照してください。

2. OSプロファイルは、インストールする OSコンポーネントや、OSとともにインス
トールする追加ファイルおよびプログラム、rootパスワードやディスクのパー
ティション分割などの構成情報を指定します。OSディストリビューションのイン
ストール方法を指定するテンプレートである、OSプロファイルを作成します。OS
プロファイルを使用して、サーバーグループに対し、一貫したインストールや構成
ができます。サーバーのインストール方法の相違に応じて、1つ以上の OSプロ
ファイルを作成できます。

注 – OSディストリビューションを新しく作成すると、その OSディストリビュー
ションと同じ名前の OSプロファイルが、デフォルトで自動的に作成されます。

ブラウザインタフェースには、OSプロファイルの作成手順を案内するウィザード
が用意されています。また、コマンド行から OSプロファイルを作成することもで
きます。どちらの場合も、OSプロファイルを作成すると、ブラウザインタフェー
スの「ショートカット」の下にそのプロファイルを表示したり、show
osprofileコマンドで確認したりできます。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1管理ガイド』の「OSプロファイルを作成
する」を参照してください。

3. ブラウザインタフェースには、プロビジョニング可能なサーバーへの OSディスト
リビューションのインストール手順を案内するウィザードが用意されています。
OSプロファイルを使用し、単一のサーバーまたはサーバーグループに OSディス
トリビューションをインストールします。load server コマンドまたは load
groupコマンドを使用することもできます。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1管理ガイド』の「OSプロファイルの配備
による OSディストリビューションのインストール」を参照してください。

特定の OSについてステップ 1を行い、ステップ 2にある適切な OSプロファイルを
作成した後は、OSのインストールは、複数のサーバーであっても 1つのステップで
行えるようになります。
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プロビジョニング可能なサーバーへの OSアップ
デートのインストール
プロビジョニング可能なサーバーに OSをインストールしたら、N1 System Manager
で OSアップデートをインストールできます。OSアップデートは、プロビジョニング
可能なサーバーの OSによって異なり、Solarisのパッケージやパッチ、または
RedHatの RPMから構成されます。サーバーに初めて OSアップデートをインストー
ルする作業は、次の 2つのステップに分かれます。

1. プロビジョニング可能なサーバーに OSアップデートをインストールするには、
N1 System Managerが、そのアップデートにシステムアクセスできる必要があり
ます。N1 System Managerに OSアップデートをインポートします。

create update コマンドを使用して、OS アップデートを Web サイトから、また
は管理サーバー上のアクセス可能なファイルシステムからインポートします。OS
アップデートをインポートすると、ブラウザインタフェースの「ショートカット」
の下にそのアップデートを表示したり、show update コマンドで確認したりでき
ます。

2. 適切なプロビジョニング可能なサーバーに OSアップデートをインストールしま
す。この操作には、ブラウザインタフェースか load server、load group コ
マンドを使用します。

詳細は、『Sun N1 System Manager 1.1管理ガイド』の「パッケージ、パッチ、およ
び RPMの管理」を参照してください。

N1 System Managerジョブの監視
ジョブは、N1 System Managerで主なアクションを行うたびに 1つ作成されます。
ジョブのログを使用して、現在実行中のアクションのステータスを監視したり、
ジョブが終了したかどうかを確認したりできます。ジョブの監視は、1つ以上のプロ
ビジョニング可能なサーバーへの OSディストリビューションのインストールなど、
完了するまでに長い時間がかかることがある N1 System Managerのアクションに特
に有用です。

ジョブは、ブラウザインタフェースの「ジョブ」タブあるいは show job コマンドで
監視できます。ブラウザインタフェースの場合は、ページ最上部のフレームにあ
る「実行中のタスク」欄に実行中のジョブ数が表示されます。

ジョブの管理と監視については、『Sun N1 System Manager 1.1管理ガイ
ド』の「ジョブの管理」を参照してください。

プロビジョニング可能なサーバーの監視
N1 System Managerには、ハードウェアの健全性属性や OSリソースの使用状況属
性、ファイルシステム、ネットワーク接続を監視する機能があります。監視対象の
OSリソースの使用状況属性については、ポーリング間隔やしきい値を変更できま
す。単一のアクセスポイントから、すべてのプロビジョニング可能なサーバーのス
テータスを監視できます。
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注 –デフォルトでは、サーバーが検出されると、ハードウェアの健全性が監視されま
す。サーバーの OSリソースの使用状況を表示するには、監視を有効にする必要があ
ります。

監視については、『Sun N1 System Manager 1.1管理ガイド』の第 5章「サーバーの
監視」を参照してください。
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用語集

bootip プロビジョニング IPともいいます。Linuxのプロビジョニング可能な
サーバーのインストール処理中に使われる IPアドレスです。この IP
アドレスは、インストール処理中だけの一時的なものです。その後の
プロビジョニング処理に同じ範囲の bootipアドレスを使用できる場合
もあります。

FRU 現場交換可能ユニット (Field Replaceable Unit)の略語。部品に問題が
起きたときにメーカーが交換する組立品のこと。

IP インストール処理後に使われる IPアドレス。インタフェース用の、よ
り永続的なインタフェースです。

IPMI Intelligent Platform Management Interfaceの略語で、N1 System
Managerがサーバーの検出に使用する共通管理インタフェース。IPMI
資格を使用して、検出中にサーバーおよびアカウントを認証できま
す。

N1 System Manager サーバーへのプロビジョニングと、サーバー管理のための入り口およ
び制御ポイントとして機能する、管理サーバー上で実行されるソフト
ウェア。ブラウザインタフェースとコマンド行インタフェースがあり
ます。

OS 「オペレーティングシステム」を参照してください。

OS管理エージェント 「管理エージェント」を参照してください。

OSディストリビュー
ション

オペレーティングシステムのバイナリイメージのこと。N1 System
Managerでは、OSディストリビューションはデータベースに格納さ
れ、プロビジョニング可能なサーバーやサーバーグループにインス
トールできます。「OSプロファイル」も参照してください。

OSプロファイル インストールする OSコンポーネントや、OSとともにインストールす
る追加ファイルおよびプログラム、rootパスワードやディスクのパー
ティション分割などの構成情報を指定したプロファイル。「OSディス
トリビューション」も参照してください。
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SNMP 簡易ネットワーク管理プロトコル (Simple Network Management
Protocol)。TCP/IPネットワーク用によく使われるネットワーク管理
プロトコルです。

SSH セキュリティ保護されたシェルのこと。セキュリティ保護されていな
いチャネル上で強力な認証とセキュリティ保護された通信を可能にす
る、暗号化されたリモートログインプロトコルです。

アップデート OSのソフトウェアアップデートのこと。N1 System Managerでは、
RedHat Linuxの RPMまたは Solarisのパッケージまたはパッチで
す。

イベント N1 System Managerシステムまたはプロビジョニング可能なサーバー
上で発生する変化で、Sun N1 System Managerイベントログに記録さ
れます。イベントに基づいて、外部システムに通知メッセージを送信
することができます。

応答ファイル プロビジョニング可能なサーバーに対話モードで Solarisパッケージを
インストールするときに必要な応答を入力したファイル。応答ファイ
ルを使うと、ユーザーが関与しなくてもパッケージをインストールで
きます。

オペレーティングシステ
ム

システム全体の使用状況を監視し、自身が実行するほかのすべてのプ
ログラムを監督するプログラムの集合。N1 System Managerを使い、
RedHat Linux、Solaris x86などのオペレーティングシステムをプロビ
ジョニング可能なサーバーやサーバーグループに、インストールでき
ます。

管理 IPアドレス N1 System Managerがプロビジョニング可能なサーバーの管理に使用
するサーバーの IPアドレス。

管理エージェント リモートコマンド機能、OSリソースの監視、パッケージの配備、およ
び資産の管理を行うためにプロビジョニング可能なサーバーに追加す
る必要のある Sun N1 System Managerの管理機能。

管理サーバー N1 System Managerソフトウェアがインストールされているサー
バー。

管理名 N1 System Manager内のプロビジョニング可能なサーバーを表すため
に使用される一意の名前。デフォルトでは、この名前には、検出中に
特定されたサーバーの管理 IPアドレスが設定されますが、ユーザー定
義名を割り当てることができます。

管理ネットワークインタ
フェース

このインタフェースによって、主にプロビジョニング可能なサーバー
のハードウェアとファームウェアの管理情報と管理機能にアクセスで
きます。このインタフェースは、プロビジョニング可能なサーバーの
サービスプロセッサまたはALOMプロセッサへのインタフェースで
す。

管理ネットワークス
イッチ

HSS (horizontally scaled system)内での管理シグナルデータの送信に
使用される Ethernetスイッチ。
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管理ファイル Solarisのパッケージのデフォルトのインストール処理を定義した
ASCII形式の管理ファイル。

起動 「ブート」を参照してください。

権限 N1 System Manager内でユーザーが特定の操作を行うことを可能にす
る、定義済みのアクセス権セット。権限をユーザーに付与するには、
権限をロールに割り当て、そのロールをユーザーに割り当てます。

コマンド行 N1 System Managerのコマンドを実行するための N1-ok>シェル。
N1-ok>シェルは、ブラウザインタフェースから使用することも、管
理サーバー上の n1shコマンドから使用することもできます。

サーバー 「プロビジョニング可能なサーバー」を参照してください。

サーバーグループ 論理的な管理対象としてユーザーが定義したサーバーのまとまり。た
とえば、サーバーグループを使うと、1つのコマンドで、複数のサー
バーの再起動や OSのインストールなどの処理を行うことができま
す。

障害 コンポーネントにあることが確認された不具合のこと。通常は、現場
交換可能ユニット (FRU: Field Replaceable Unit)レベルのものを言い
ます。

ジョブ コンピュータシステムで実行されるユーザー定義のタスク。N1
System Managerでは、タスクを行うためにユーザーが開始および記
録する非同期のアクションです。

端末サーバー スイッチ、管理サーバー、およびサーバーへのシリアル接続を提供す
るネットワークデバイス。

通知規則 通知メッセージのクラスを送信するタイミング、送信先、送信方法に
関するユーザー指定の設定。

通知メッセージ サーバーイベントについて外部に通知するために、電子メールまたは
SNMPトラップを使って送信されるメッセージ。

停止 OSをマルチユーザー状態からシングルユーザー状態にして、システム
を完全に停止させて電源を切断すること。N1 System Managerでは、
stopコマンドを使って、サーバーを停止し、電源を切断できます。

ディストリビューション
グループ

プロビジョニング可能なサーバーにインストールするソフトウェアク
ラスタおよびパッケージの集合のこと。

データネットワーク データセンターまたは企業内のほかのマシンからプロビジョニング可
能なサーバーへのアクセスに使われるネットワーク。このネットワー
クは、管理ノードから認識できない場合があります。

データネットワークイン
タフェース

このインタフェースによって、プロビジョニング可能なサーバーから
データセンターネットワークへのアクセスが可能になります。データ
ネットワークインタフェースは複数、設定できます。
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データネットワークス
イッチ

HSS (horizontally scaled system)外でのデータ転送に使用されるス
イッチ。GigEおよび Infinibandスイッチの両方がサポートされてい
ます。

配備済みプロファイル プロビジョニング可能なサーバーに現在インストールされている OS
プロファイル。配備済みプロファイルは変更できません。また、配備
済みプロファイルに関連付けられている OSディストリビューション
は削除できません。

ファームウェア 読み取り専用メモリー (ROM)またはプログラマブル ROM (PROM)に
格納されるソフトウェア。通常、ファームウェアは、初期ブートに役
立つ機能を提供します。

ブート メモリーにシステムソフトウェアをロードして起動すること。N1
System Managerでは、必要に応じて startコマンドを使いサーバー
の電源を入れて起動することができます。「リセット」も参照してく
ださい。

物理サーバー Sun Fire V20zマシンなどの FRUサーバー。

ブラウザインタフェース N1 System ManagerのWebユーザーインタフェース。コマンド行機
能のサブセットを提供します。

プロビジョニング N1 System Managerを使って、N1 System Managerの管理対象のサー
バーに事前設定済みのオペレーティングシステムをインストールする
こと。

プロビジョニング可能な
サーバー

N1 System Managerによって検出され、その後、管理されている物理
サーバー。

プロビジョニングネット
ワーク

N1 System Managerの管理サーバーからサーバーへのプロビジョニン
グに使われるネットワーク。このネットワークは、管理ノードから認
識できる必要があります。

プロビジョニングネット
ワークインタフェース

このインタフェースによって、プロビジョニング可能なサーバーの OS
管理機能を利用できます。このインタフェースは、プロビジョニング
可能なサーバーへのオペレーティングシステムと OSアップデートの
プロビジョニング、プロビジョニング可能なサーバーの OSリソース
の監視、およびプロビジョニング可能なサーバーでのリモートコマン
ドの実行に使います。通常はプロビジョニングネットワークインタ
フェースは 1つだけです。

リセット ハードウェアデバイスの電源を入れ直すこと。N1 System Managerで
は、resetコマンドを使ってサーバーをリブート (電源を切断してか
ら、電源を投入し、サーバーを起動)できます。

リブート 「リセット」を参照してください。

ロード オペレーティングシステム、ファームウェアアップデート、ソフト
ウェアアップデートなどのソフトウェアをプロビジョニング可能な
サーバーにインストールすること。
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ロール ユーザーがシステムに対してできる操作を示す一連のアクセス権や権
限。

ログ N1 System Managerネットワーク上の単一の論理的なイベント格納場
所。

ユーザー N1 System Managerにログインして使用する権限を持つユーザーのこ
と。
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